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序章序章序章序章    研究動機研究動機研究動機研究動機    

 著者は、中学校入学と同時に柔道を始め、その後高校、大学、実業団と競技者として

柔道を 13年間続けてきた。日々の練習で相手に投げられまい、相手の体勢を崩して投げて

やろう、という気持ちで稽古に励む中で、バランスの重要性については経験的に体得して

きたが、それは経験で得た感覚にすぎない。 

そこで、体験で体得したものを、さらに科学的に実証してみたいと思いや疑問がこの研

究に取り組む動機となった。 

第第第第２２２２章章章章    目的目的目的目的    

柔道の競技特性は、バランスで「つくり」と「掛け」に総評される。「つくり」とは相手

を前後左右、そして斜め方向に身体のバランスを崩すことをいい、「掛け」とは技を施すこ

とである。これが、相手を投げるための理想とされている。 

柔道に関する先行研究では、「技法」や「重心」などバイオメカニクスによる視点からの

研究報告が殆どで、動画解析の体軸からの分析、技の効果と足底圧力分布図との関係、足

指の開閉機能と投げ込み時の体軸の崩れとの関係、スポーツ障害と投げ込み時の体軸の崩

れの関係などバイオメカにクス的な視点からの研究は、著者が知る限りでは、あまり類を

見ないような気がする。 

そこで、本研究では、「柔道の技の効果の要因に関する研究 ― 投げ動作時のバランス保

持の要因について―」と題し、検証を試みるものである。 

第第第第３３３３章章章章    方法方法方法方法    

被験者被験者被験者被験者    

都内Ａ大学柔道部 男子部員４２名 

研究方法研究方法研究方法研究方法    

①投げ込み動作時の体軸の測定 

被験者に「内股」をかけてもらい、それをビデオカメラで撮影した。撮影した動映像を動

画分析ソフト「ＤＡＲＴＦＩＳＨ」を用い、投げ技動作の体軸分析を行った 

②静立時の足底圧力分布図の測定 

足底圧力測定器に乗ってもらい、自然な状態で立ってもらい測定を行った。 

③打ち込み動作時の足底圧力分布図の測定 

足底圧力分布測定器の上で打ち込み（内股）を行なってもらい、足指に体重がかかって

いるかの測定を行った。 

④上下肢筋肉量の測定 

身体組成計「ＰＨＹＳＩＯＮＸＰ」を用い、測定を行った。 

⑤足指の開閉機能の測定 

足指の開閉機能を三段階で評価した。「全部開く」は、五本全部の指が全部開く状態、「一

部開く」一部の足指が開く状態、「開かない」は全く開かない状態にした。 

⑥アンケート 

障害や体重別階級に関してのアンケートを行った。 

⑦分析方法 

集計ソフト「秀吉」を用い、二相関の有意を検討した。 
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第第第第４４４４章章章章    結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

① 体軸角度と柔道歴との関係については、柔道歴の短い選手が、体軸の崩れが少ない

傾向に見られ、柔道の経験の長さとバランス保持との間には関係が認められなかった。 

② 軽量級（６０㎏以下級、６６㎏以下級、７３㎏以下級）の選手は、投げ込み時の身

体のバランスが保持できているが、中量級（８１㎏以下級、９０㎏級）の選手と、重量級

（１００㎏以下級、１００ｋｇ超級）の選手は、バランスを保持出来ず、重量級になるほ

ど身体のバランスが崩れることがわかった。 

③ 筋肉量の左右差が少ない選手は、体軸角度も小さい傾向が見られた。 

④ 上肢、下肢ともに障害あるものは、体軸角度も大きい傾向が見られた。 

⑤ 前足加重型、標準型の足型は体軸角度の崩れが小さく、踵部加重型の選手は体軸角

度が大きい傾向が見られた。 

⑥ 体軸角度が大きい選手は、一部指が使えてない、指が使えてないが多く、指が使え

て選手は、体軸角度が大きく崩れる傾向がわかった。足指を使っている選手は、体軸角度

も小さい傾向であった。 

⑦ 足指が開く選手は、体軸角度も小さい傾向にあった。 
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